





















































年秋に、ポーランド国家文書最高管理機関（Naczelna Dyrekcja Archiwów Państwowych RP）とロ









































でいるという報告がされている（Dokumenty ［995］, pp.28-220, nr 80.）。翌日、0月28日には、指










捕虜の家族のカザフスタンへの移送が提案されていた。（Dokumenty ［995］, p.460, nr 208.）そして、
３月５日には、べリヤからスターリンへ宛てたべリヤ書簡では、25,700人（うち4,700人はポーラン
ド人将校、,000人は西ウクライナ、西ベラルーシ地域にいる捕虜）を証拠提出なしに最高刑すなわ
ち銃殺刑に処することが書かれている（Dokumenty ［995］, pp.469-475, nr 26.）。それには、スター
リン、ヴォロシーロフ、モロトフ、ミコヤンの署名もされている。同日、戦争捕虜の銃殺刑の決定が




























いる（Dokumenty ［998］, pp.327-330, nr 203.）。
　実際の処刑に関しては、４月１日に署名され、５日にメルクーロフに対してオスタシュコフ収容所







コフに収容の１名を残すようにと（Dokumenty ［998］, pp.243-244, nr 45.）、そして28日にはシフィ
アニエヴィッチをモスクワのルビヤンカNKVD刑務所へ移すよう指示が出された（Dokumenty 































ることが許された（Dokumenty ［200］, p.226, nr 89.）。そして、同じくしてグリアゾヴィエツの捕虜
は、彼らの家族がカザフスタンへ送られ、悪条件の中での生活を強いられているという情報を知りえ
























ポーランド人捕虜の数を示したものをソ連側は準備していた（Dokumenty ［200］, pp.493‐495, nr 
27.）。そして、2月３日のシコルスキ、アンデルス将軍およびスターリンとの会談の内容が議事録
として残っている（Dokumenty ［200］, pp.499‐509, nr 22.）。942年４月４日の文書では、べリヤか
らスターリンへ、ポーランド軍のソ連撤退、イランへ向かったことを報告している。イランへは
42,254人が、うちポーランド軍30,099人、軍人以外のポーランド人2,55人が向かい、47人は病気の




ランに向かったとされている（Dokumenty ［200］, pp.530‐53, nr 240.）。一方、939年月１日の時
点でソ連邦内に在住していたポーランド人にはソ連国籍を与えられた。943年１月5日付の文書では、
それらのポーランド人を強制的にソ連国籍に変更、もし拒む者がいれば処罰すると決定されている












りソ連との同盟関係を危うくさせようとしているという内容である（Dokumenty ［2006］, pp.54‐58, 
nr 9.）。というのは、7日にポーランドとドイツの赤十字社はスイスの国際赤十字に調査を依頼して
おり、そのことから４月9日にソ連の『プラヴダ』紙でポーランド政府はナチス・ドイツと接触を図っ




















ドイツ製であったという事実を主な根拠としていた（Dokumenty ［2006］, pp.280‐286, nr 65.）。さらに、
ブルデンコ委員会の行った目撃者からの聞き取り調査で、「処刑は94年８月－9月に行われた」と





の犯行を決定づける文書準備が委員会の議事録に書かれている（Dokumenty ［2006］, pp.356‐359, nr 
84.）。委員会の議事録は他にもいくつかあり、そして946年７月１日に裁判でカティンの森事件が扱





月３日にこの出来事を『プラヴダ』紙に掲載している（Dokumenty ［2006］, pp.438‐439, nr 90.）。
952年2月にはアメリカ議会でカティンの森事件がソ連内務省によって939年に計画され、処刑が実









が出てきていることがソ連当局に報告されている（Dokumenty ［2006］, p.447, nr 94.）。973年には、
ロンドンにカティン慰霊碑の建設計画が進行中であることに対し、ソ連当局は抗議している
（Dokumenty ［2006］, pp.454‐455, nr 99.）。
　987年には、カティンの森事件も含む「歴史の白斑」2の解明を目的としたポーランド・ソ連合同歴
史調査委員会が設置される（Dokumenty ［2006］, pp.459‐472, nr 02.）。988年には、ソ連当局はポー





















































































































































































































































































岡 野詩子 ［2004］「カチンの森事件に関する一考察 －真相解明の過程における関係諸国の動向を中心
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